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1 面 

 2016年年頭アピール 敗北の総括こそが勝利への鍵 

階級的見方を研ぎ澄まし、安倍政権と対決しよう！            広野省三 

 

2 面～3 面 

 「総がかり行動」からなにを受け継ぐか 

戦争するための改憲を阻止する幅広い共同を！ 

飯島滋明（名古屋学院大学准教授／戦争をさせない１０００人委員会事務局次長） 

 

4 面～5 面 

 新しい年、沖縄との連帯、さらに広くさらに強固に 

  戦後沖縄・歴史認識アピール 

沖縄と日本の戦後史をめぐる菅義偉官房長官の発言に抗議し、公正な歴史認識をとも

につくることを呼びかける声明        鹿野政直・戸邉秀明・冨山一郎・森 宣雄 

 

新春エッセイ 辺野古 ―― 海の闘い、陸の闘い         目取真 俊（作家） 

 

  「辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議」設立趣意書 

 

  沖縄からの新年のあいさつ 

日米軍事同盟へ鉄槌を！ 辺野古の闘いの勝利をめざして 

池宮城紀夫（辺野古弁護団団長） 

 

6 面 

 新春エッセイ 日帝植民地時代と同質の攻撃の中で 

崔権 一（大阪朝鮮高級学校教員） 

 

 発言台＝戦争法案・派遣法改悪との闘い 

労働組合はいかに闘うべきだったか         田沼久男（民間・退職者組合員） 

 

 新年にあたって 

戦争参加、大企業奉仕の安倍政権と対決を  國分富夫（原発事故被害者相双の会会長） 

 

7 面 

秘密保護法制とのたたかい（下）◦ 

審理を放棄して控訴棄却の不当判決――秘密保護法・靴投げ事件で東京高裁 

          山口正紀（ジャーナリスト） 

 

 大阪ダブル選挙の敗北を考える 

経済停滞への不満を「大阪維新」が収攬                 小野利明 

 

８面～９面 

 南沙諸島問題における米中の確執と安倍政権 



日本政府はこの問題を集団的自衛権行使の予行演習として利用 

浅井基文（国際問題研究者） 

 

 前照灯 姑息な既成事実作り 

 

10 面 

 ベネズエラ国会議員選挙で与党・統一社会主義党が敗北 

新自由主義と闘うベネズエラの「ボリバル革命」が大きな困難に直面 

われわれを蘇生させるための平手打ち 

国会議員選挙の敗北についてマドゥーロ大統領が声明 

 

マドゥーロ大統領へのメッセージ              フィデル‐カストロ 

 

   ベネズエラ選挙結果の原因と影響 

与党には敗北の十分な総括が必要       「テレスール」（2015 年 12 月 7 日） 

 

11 面 

 変貌するキューバを訪ねて 

社会主義を堅持しつつ進展する経済・社会改革              木原健一 

 

  ＩＣＡＰ（キューバ諸国民友好協会）を訪問 

「  五人のキューバの英雄」のひとりフェルナンド‐ゴ ンサレス氏と再会 

村上理恵子 

 

12 面 

 紙 つ ぶ て 

  落ちた首の顔は                       伊藤龍哉（東京在住） 

 

  沖縄戦と「慰安婦」の記憶                  高見正吾（東京在住） 

 

 川柳                                   笑い茸 

 

頂門一針 「徒労のような格闘」の勇気 

 

リレー連載 いま宮本百合子を読む 連載開始にあたって 

「歴史に働きかける力」を養う                     立野正裕 

 

編集部発 


